


は じ め に
漢字は表意文字といって見れば分かる優れた言語です。

たとえば、「書」は手に筆を持ち、祈りのことばを書いている形を表しています。

かんじ

しょ

・「聿」は手に筆を持つ形で
ふで もていつ

・「 」は手の形で

・手はこの他に左の図のようにあらわされる

場合があります。

ひょうい もじ み わ すぐ げんご

て ふで も いの か かたち あらわ

かたち

て かたち

て ほか ひだり ず

などがあります。

などがあります。

・日の字は「お日さま」をあらわす他に

「書」のように祈りの器の中に祈りの言葉がある形や

「かまど」を日の字であらわす場合などがあります。

・左の図はボールペンの構造を絵で

あらわしたものです。

単独の部品として使われているものも

あれば、組立られた状態で別のボール

ペンに使われているものもあります。

・漢字もこのボールペンと同じことなのです。漢字の構造・その作られ方を知ることで、

漢字の意味することは理解できるわけです。だから、漢字は見れば分かる優れた

言語といえるのです。

漢字を一字一字の丸覚えではなく、関連する漢字を並び見て同じ部品とそうで

ない部品を知ることで頭に記憶するだけでなく「腑に落ちる」ことで忘れることが

少なくなる学習のお役に立てることを願っています。

楽しく学習していきましょう。

ばあい

ひ じ ひ ほか

しょ いの うつわ なか いの ことば かたち

ひ じ ばあい

ひだり ず こうぞう え

たんどく ぶひん つか

くみたて じょうたい べつ

つか

かんじ おな かんじ つく かた し

かんじ いみ りかい かんじ み わ すぐ

げんご

かんじ いちじ いちじ まるおぼ かんれん かんじ おな ぶひん

ぶひん し あたま きおく

がくしゅう やく た ねが

たの がくしゅう

ふ お

なら み

こうぞう

わす

すく
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『人』でつながる漢字①---P8
ひと

『人』でつながる漢字②---P14
ひと

『人』でつながる漢字③---P18
ひと

『手』でつながる漢字①---P40
て

『人』でつながる漢字④---P26
ひと

『人』でつながる漢字⑤---P33
ひと

『手』でつながる漢字②---P47
て

『手』でつながる漢字③---P53
て

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ
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『祈り』でつながる漢字---P67
いの

『言葉』でつながる漢字---P74
ことば

『自然』でつながる漢字①---P82
しぜん

『動物』でつながる漢字---P100
どうぶつ

『手』でつながる漢字④---P59
て

『自然』でつながる漢字②---P88
しぜん

『自然』でつながる漢字③---P93
しぜん

『死者』でつながる漢字---P63
ししゃ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ
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もくじ



穴 宗 宣 窓 宅 宇 宙 党 宝 座 庁 層
P106 P107 P107 P108 P108 P109 P109 P110 P111 P111 P112 P112

域 我 裁 盛 銭 蔵 臓 段 干 至
P113 P114 P114 P115 P115 P116 P117 P117 P118 P118

割 劇 刻 創 班 障 憲 除 捨 乱 針
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3

『刀や辛』でつながる漢字--P119
かたな はり

『戦いの道具』でつながる漢字---P113
どうぐ

『建物』でつながる漢字---P106
たてもの

たたかい

『物や道具』でつながる漢字---P127
どうぐもの

『糸や衣』でつながる漢字---P133
ころもいと

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

≪目次≫
もくじ



◎「人」をあらわすいろいろな形 P8,45

◎「勿」があらわす二つの形 P9

◎「直」でつながる漢字 P11

◎「二人の人」をあらわすいろいろな形 P17,52

◎「阝」があらわす二つの形 P20,68,95
P123

◎「冫」があらわすいろいろな形 P21

◎「谷」があらわす二つの形 P22

◎「頁」でつながる漢字 P24

◎「耂」があらわす二つの形 P25,71,78

◎月の字があらわすいろいろな形 P27

◎人の部分をあらわす漢字 P27

◎漢字は「意味と音と形」でつながっている P28,90,139

◎「复：量器を逆さまにした形」でつながる漢字 P33

◎手のいろいろな形＿その３＞片手 P34,60

◎「舌」があらわすいろいろな形 P36，126

◎「艮」でつながる漢字 P38

4

ひと かたち

ふつ ふた かたち

ちょく かんじ

ふたり ひと かたち

こざとへん ふた かたち

にすい かたち

かんじ いみ おん かたち

おいかんむり ふた かたち

かんじ

つき じ

ひと ぶぶん

て かたてかたち

した

かたちふく りょうき かんじさか

かたち

けつ かんじ

こん かんじ

かたち

たに ふた かたち

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



◎中軍の旗でつながる漢字 P39

◎両手のいろいろな形① P41

◎「己」があらわすいろいろな形 P43,140

◎両手のいろいろな形② P46

◎手のいろいろな形 P54

◎「専：袋を手で打ち固める形」でつながる漢字 P57

◎「酒樽」のいろいろな形 P58

◎「廴」でつながる漢字 P64

◎「才」でつながる漢字 P73

◎「言」の字の成り立ち P75

◎「央」でつながる漢字 P83

◎「免」があらわす二つの形 P84

◎「莫」でつながる漢字 P86

◎お米ができるまでと漢字 P99

◎「かわ」をあらわすいろいろな形 P101

◎「鳥」のいろいろな形 P103

5

りょうて かたち

こ かたち

りょうて かたち

て かたち

ふくろ うて かんじかた かたち

さかだる かたち

さい かんじ

げん じ な た

おう かんじ

めん ふた かたち

ぼ かんじ

こめ かんじ

かたち

かたちとり

えんにょう かんじ

せん

ちゅうぐん かんじはた

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



◎「尚」でつながる漢字 P110

◎「箋(　)」でつながる漢字 P116

◎「逆さま」のいろいろな形 P119

◎「余」でつながる漢字 P124

◎「門」でつながる漢字 P128

◎「冊」と「巻」 P130

◎田畑をたがやす「すき」のいろいろな形 P132

◎「糸」のいろいろ P134

・漢字は「意味と音と形」でつながっている P141

・十の画：漢字は十の画で構成されている P141

・書き順の基本 P142

・「甲骨文字の発見」 P144

・「字体の移り変わり」 P144

・私達は「説文解字」を基に学習しています P145

・白川静博士とその業績 P145

・漢字はつながっています P146

P147

6

さか かたち

たはた かたち

いと

かんじ いみ おん かたち

か じゅん きほん

こうこつもじ はっけん

じたい うつ か

わたしたち せつもんかいじ もと がくしゅう

しらかわしずか はかせ ぎょうせき

かんじ

・おん・くん さくいん

かんじじゅう かくかく こうせいじゅう

さつ

もん かんじ

よ

かん

かんじ

しょう かんじ

せん かんじ

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ



7

は常用漢字以外の漢字です。

ちゅうがっこう なら

なら

じょうようかんじ いがい かんじ

こうこう

㊥は中学校で習うことをあらわしています。

は高校で習うことをあらわしています。

①～⑥は各学習学年をあらわしています。
かくがくしゅうがくねん

注）

この章で学習する漢字

２＞本文

学習する漢字

むかしの漢字

解説

成り立ちや作られ方

書き順

３＞豆ちしき

しょう がくしゅう かんじ

ほんぶん

がくしゅう かんじ

かんじ

かいせつ

な た つく かた

か じゅん

まめ

この本の見方
１＞章の始まり

しょう はじ

ほん みかた

この章で習う形
ならしょう かたち



119

『刀や辛』でつながる漢字
かんじ

はりかたな

「逆さま」のいろいろな形
かたち

１＞子どもが逆さまになった形

こども

さか

こ さか

③ ③

２＞放った矢が大地に突き刺さって逆さまになった形
かたちはな や だいち つ さ さか

⑥

②

③

②

「亡くなった子供を川に流す形」「子供は逆さまで生まれてくる」
さか う な こども かわ なが かたち

かたち （ムの字であらわされることが多い）

そだ（つ）、はぐく（む）、イク なが（れる）、リュウ

むろ㊥、シツ ダイ、タイ

や、オク いた（る）、シ



画数 12 部首

画数 15 部首

120

刂:りっとう

刂:りっとう

読み：
よ

用例：
ようれい

害は大きな針で祈りの効果をそこなうこと。刀を加えた

割は「切りわける」「わりあい」の意味に用いる。

割引。割合。分割。

「取っ手のついた大きな針」

④「そこなう：ガイ、

カツの音をあらわす」

わりびき

かたながい

と

わ（る・れる）、わり、さ（く）㊥、カツ㊥

おお はり

おお はり いの こうか くわ

き いみ

わりあい ぶんかつ

「各自の役割を決めた」
やくわりかくじ き

わる

①「くち」

「りっとう」

もち

おん

「祈りの器：」
いの うつわ さい

て

読み：
よ

用例：
ようれい

劇は虎の皮を身に着けている人に刀で斬りつける劇を

演じている形。「げき、はげしい」の意味に用いる。

劇場。劇痛。観劇。

「虎に扮した人」

「虎の頭」

「けもの」

げきじょう

えん

げき

とら

「いのこ」

とら

ゲキ

ふん ひと

あたま

とら かわ み ひと かたな き げきつ

かたち いみ もち

げきつう かんげき

「演劇に出演した」
えんげき しゅつえん

「りっとう」

「おおいのこ：キョ」



画数 8 部首

画数 12 部首

121

刂:りっとう

刂:りっとう

読み：
よ

用例：
ようれい

刻は獣の死体を刀（刂）を使って切り解く形。

「きざむ」「時間」「きびしい」の意味となる。
いみ

きざむ

きざ（む）、コク

けもの したい かたな りっとう つか き と かたち

しんこくちょうこく じこく

「教えを胸に刻む」
きざおし むね

「い：ガイ、

コクの音をあらわす」

彫刻。時刻。深刻。

じかん

「りっとう」

おん

読み：
よ

用例：
ようれい

もとは刱、同じ音の創に変わった。刱は井（鋳型の枠）を刀（刂）で

はずして完成品を取り出すこと。「つくる、はじめる」の意味となる。

創造。創立。独創的。

「屋根」

「おさめた荷物」

「倉の形」
④「くら：ソウ、

ソウの音をあらわす」

にもつ

そう

やね

つく（る）、ソウ

くら かたち

い いがた わく かたな りっとう

かんせいひん

そう

と だ いみ

そうぞう そうりつ どくそうてき

「創作に打ち込む」
そうさく う こ

おな おん そう か

「りっとう」

おん

「ひとやね」

①「くち」



画数 10 部首

画数 14 部首

122

阝:こざとへん

王:おうへん

読み：
よ

用例：
ようれい

班は二つの玉を綴ったものを刀（刂）で分けること。

「わける」「組」の意味となる。

一班。班長。調査班。
いっぱん

いみ

はん

ハン

ふた ぎょく つづ かたな りっとう わ

はんちょう ちょうさはん

「班分けが行われた」
はんわ おこな

くみ

「おうへん」

①「オウ」

「刀」
かたな

「たま：カク」

読み：
よ

用例：
ようれい

障は墨だまりのある入れ墨の針で、神聖な場所を

ふせぎ守る。「ふせぐ」「しきり」「さしつかえる」の意味。

保障。障壁。故障。

「神さまが天に上り降りする梯」

「辛」

ほしょう

ばしょしょう

かみ

さわ（る） 、ショウ

てん のぼ お はしご

はり

すみ い ずみ はり しんせい

まも いみ

こしょう

「障害物競走に出場した」
しょうがいぶつきょうそう しゅつじょう

「墨だまり」
すみ

③「あきらか：ショウ、

ショウの音をあらわす」

しょうへき

「こざとへん」

「たつ」

①「ひ」

①「ジュウ」

おん



 

画数 16 部首

123

心:こころ

読み：
よ

用例：
ようれい

取っ手のついた大きな針で目の上に入れ墨をする刑罰。

憲は刑罰によってことを正す「おきて」の意味となる。

憲政。違憲。合憲。

「取っ手のついた大きな針」

けんぽうきねんび

けん

と

と

ケン

おお はり

おお はり め うえ い ずみ けいばつ

けいばつ ただ いみ

いけん ごうけん

「五月三日は憲法記念日だ」
ごがつ みっか

けんせい

「こころ」

①「め」

て

「ケン：ケンの音をあらわす」

て

おん

「阝」があらわす二つの形
かたちこざとへん ふた

１＞左側にある形：こざとへん
ひだりがわ かたち

２＞右側にある形：おおざと
みぎがわ かたち

「神さまが天に上り降りする梯」 「人が住む集落や村」

③ みやこ・ト ③ ブ ④ グン ⑥ キョウ③ イン ③ カイ ③ ヨウ

④ タイ ④ さか・ハン ④ フ ④ リク

⑤けわ（しい）⑤かぎ（る） ⑤きわ・サイ ⑤ふせ（ぐ）

阜
⑥お（りる） ⑥のぞ（く） ⑥ ショウ ⑥ ヘイ

かみ てん のぼ お ひと す しゅうらくはしご むら

⑥ ユウ



画数 10 部首

124

阝:こざとへん

読み：
よ

用例：
ようれい

余は取っ手のある大きな針。これを梯の前の地にさして

地下の悪霊を取り除くこと。「のぞく、はらう」の意味。

除草。除去。削除。除夜の鐘。

④「あまる：ヨ、

ジョの音をあらわす」

じょそう

ちか

よ

「神さまが天に上り降りする梯」
かみ てん のぼ お はしご

「取っ手のついた大きな針」
と おお はり

のぞ（く）、ジョ、ジ㊥

と おお はり はしご まえ ち

あくりょう と のぞ いみ

じょきょ さくじょ じょや

「校庭の掃除をした」
そうじこうてい

かね

て

「こざとへん」

て

おん

「簡略した形」
かんりゃく かたち

「余」でつながる漢字
かんじよ

１＞食べ物があまること
た

３＞取っ手のついた大きな針を土中に刺して悪霊を祓う形
と

＋
「梯の前に針をさして地下の悪霊を

取り除くこと。「のぞく」の意味」

ちかはりはしご まえ あくりょう

と のぞ いみ

・除草・除去・削除・掃除
じょそう じょきょ さくじょ そうじ

「元の字」 余餘
もと じ

⑤ あま（る）、ヨ

⑥ のぞ（く）、ジョ

て おお はり どちゅう さ あくりょう はら かたち

もの

２＞余を「 」であらわす形
よ かたち

「取っ手のついた

大きな針」

と

おお はり

て

「祈りの器」
いの うつわ

しよう

⑤ シャ ⑥す（てる）、シャ

「建物の意味に

使用する」

「祈りの効果をすてる、

ほどこすの意味」

たてもの いみ こうかいの

いみ

・余計・余分・余白
よけい よぶん よはく



画数 11 部首

画数 7 部首

125

乚:おつ

扌:てへん

読み：
よ

用例：
ようれい

舎は取っ手のついた針でを突き刺している形。

捨は祈りの効果を「すてる」「ほどこす」の意味となる。

取捨選択。四捨五入。喜捨。
しゅしゃせんたく

しゃ

しゃ

す（てる）、シャ

と はり つ さ かたち

いの こうか いみ

ししゃごにゅう

「ゴミ捨てをした」
す

さい

きしゃ

「てへん」

①「くち」

て

「取っ手のついた大きな針」
と おお はりて

⑤「シャ：シャの音をあらわす」

「祈りの器：」
いの うつわ さい

おん

読み：
よ

用例：
ようれい

冂の形の糸かせの糸の乱れを上下の手と針でときほぐす

にも、まだ乱れた形。「みだれる」「いくさ」の意味となる。

乱暴。一心不乱。反乱。

「針」
はり

はんらん

かたち

けい

みだいと

「糸かせの乱れた糸をときほぐそうとしている形」

みだ（れる・す）、ラン

いと

かたち いと いと みだ じょうげ て はり

いみ

らんぼう いっしんふらん

「乱雑に置かれている」
らんざつ お

かたち

⑥「した：ゼツ」

「おつ」

みだ



画数 10 部首

126

金:かねへん

読み：
よ

用例：
ようれい

針は「ぬいばり」をあらわす。「はり」「はりのように

先がとがったもの」「方向」を意味する。

針金。長針。針葉樹。指針。

「針の穴を示す線」

「はり」

はり

はりがね

はり

いがた

「かねへん」

「鋳型」

はり、シン

あな しめ せん

あ

ちょうしん しんようじゅ ししん

「今後の方針を話し合った」
ほうしんこんご はな

いみさき ほうこう

①「ジュウ」

かたち

かたな

い

「舌」があらわすいろいろな形

２＞刀を祈りの器：に刺して、その祈りの効果を失わせている形

かたち

３＞糸かせの乱れた糸をときほぐそうとしている形

かたち

した

１＞口の舌の形
くち かたちした

⑥ した、ゼツ㊥

② はな（す）、ワ ② カツ

「他人を害する

ように言うこと」

「けずる音は水の勢いの

ごとく生き生きしている」

④や（める）㊥、ジ ⑥みだ（れる）、ラン

「ときほぐすことが

できた状態」 「まだ乱れた状態」

「針の形で表現を分けている」

うつわ さい さ いの こうか うしないの

たにん がい みずおと

舌

いきお

い い

わ

みだいと いと

じょうたい
じょうたいみだ

ひょうげんはり かたち

舌


